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IaaS基盤「OpenStack」の仮想ネ

ットワーク管理機能「Neutron（旧

名称：Quantum）」の開発に貢献し

ている研究者などを派遣しています。

もう一つの組織的な変更点として

は、先進的情報処理基盤の研究開発

を進める「第四推進プロジェクト」

の新設が挙げられます（図１）。第

四推進プロジェクトでは、SDNを

実現するためのオープンソースソフ

トウェア「Ryu」や、OpenStack

でオブジェクトストレージ機能を提

供する「Swift」というオープンソ

ースソフトウェアなどを世に供する

ための開発活動をしています。

――SICのクラウド／ビッグデー

タ関連の活動内容、研究成果はどの

ようなものでしょうか。

鈴木 クラウド関連では、先ほど挙

げたOpenStackや、オープンソー

スPaaS基盤「Cloud Foundry」の

品質向上や機能強化、事業化支援の

活動がまず挙げられます。

Cloud Foundryは、2012年12月

からNTTコミュニケーションズが

提供する「Cloudn PaaS」ですでに

商用化されています。SICでは、こ

の商用化の支援を行いました。

OpenStackについてもSICで作業

を進めており、2013年度中に何らか

の形で商用化できる見込みです。

SIC発のクラウド関連オープンソ

ースソフトウェアとしては、前述の

Ryuや仮想ストレージ機能を提供す

る「Sheepdog」があります。

2012年11月に発表されたNTTの

中期計画において、「グローバル・

クラウドサービス」をNTTグルー

プの事業基軸としていくことが明示

されました。これを受けて、SICの

ほとんどのプロジェクトがクラウド

にかかわっている状況です。

ビッグデータ分析の研究は、

NTTコミュニケーション科学基礎

研究所などいろいろな所が手がけて

います。SICでは、大規模グラフ分

析を従来の数十倍高速化する新アル

ゴリズムの研究および本アルゴリズ

――2012年4月にNTTソフトウ

ェアイノベーションセンタ（以下、

SIC）が発足してから 1年 3カ月ほ

ど経過しました。発足後の組織構成

変化についてお聞かせください。

鈴木 変わったのは大きく２点で

す。一番大きなのは、2013年４月

に「NTT Innovation Institute Inc」

(NTT I3）という北米でのR＆D拠

点となるグループ会社が発足し、そ

こにSICからも研究員を派遣するよ

うになったことです。NTT I3の設

立目的は、北米市場という世界でも

っとも大きく、しかもトップを走っ

ている市場に面したところでR&D

をやることで、素早い事業化を実現

することにあります。

また、北米はオープンソースソフ

トウェアの開発コミュニティのメン

バーが多数居住していて、オフライ

ンでのコミュニティ活動も活発に行

われている場です。そうした場所で

研究開発を進めることは、我々のプ

レゼンスを高めることにつながりま

す。SICからは、オープンソース
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ムを実装したシステム「グラフでポ

ン！」の開発、メニーコアプロセッ

サボード等を活用してビッグデータ

を1台のマシンで処理するHadoop技

術の開発、リアルタイム系ビッグデ

ータ分析フレームワーク「Jubatus」

の開発などを行っています。

またSICでは、研究所における技術

開発や検証作業を支援するクラウドサ

ービス「クロスファーム」の構築も手

がけています。クロスファームが提供

する各種ツールやソフトウェアエンジ

ンを利用することで、開発期間の短縮

やコスト削減を実現できます。

――オープンソースソフトウェア

を活用する「オープンイノベーショ

ン」に重点を置かれていますが、そ

の理由は何でしょうか。

鈴木 まず第一に挙げられるのが、

開発の効率化、迅速化です。現在の

グローバル・クラウドサービスは、

GoogleやAmazonなどの北米の企業

が提供するものがほとんどです。残

念ながらNTTグループは後発。これ

からすべての技術を自前で開発して

いては到底追いつけません。既存の

オープンソースソフトウェアを組み

合わせて省力化することが不可欠で

す。また、自分たちで開発した技術

であっても、それをオープンソース

ソフトウェアとして公開することで、

世界中の人々が進んでブラッシュア

ップしてくれます。RyuやJubatus、

Sheepdogの開発コミュニティにおい

ても多数の開発者が参加し、積極的

な貢献をしてくださっています。

また、オープンソースソフトウェア

の開発プロジェクトで活躍すること

は、研究者にとって誇りや達成感の獲

得、自己実現やキャリア形成につなが

ります。これはモチベーションの向

上・維持につながりますし、研究者が

プロジェクトの動向を左右するコア開

発者やオピニオンリーダーとして活動

できるようになれば、NTTグループ

の意向をプロジェクトに反映しやすく

なるというメリットも生まれます。

――グローバル・クラウドサービ

スにおけるNTTの「強み」にはど

のようなものが考えられるでしょう

鈴木 今後、クラウド化の流れは世

界規模で進むと考えられます。そこ

で問題になるのは、人口やインフラ

が集中する都市部と、過疎化が進み、

電力線すら敷設できないような「ル

ーラルエリア」で求められる技術が

まったく異なることです。

現在の「北米型クラウド」は専ら

前者のみを対象にしています。つま

り高速なネットワーク接続を利用で

きるという前提でシステムが構築さ

れ、サービス提供されています。し

かし、こうしたクラウドは、通信が

不安定なルーラルエリアでは快適に

は利用できません。

東日本大震災という不幸な災害に見

舞われた日本は、電力や通信インフラ

の広域での途絶という、新興国のルー

ラルエリアに類似した状況を一時的と

は言え体験する機会がありました。そ

れを契機に、非常時のインフラ構築の

ための研究が進められています。例え

ば、新興国の大学と連携した水力給

電型短距離無線ルーラル網の構築や

ドコモのグリーン基地局のフィール

ド試験など商用電力に依存しないネ

ットワークの研究を進めています。

全世界をサービスエリアとするグ

ローバル・クラウドの構築の際に

は、こうした研究やNTTのキャリ

アとしての経験を大いに生かせるの

ではないかと考えています。

――本日は有難うございました。

（聞き手・構成：末安泰三）
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第四推進プロジェクト 

NTTソフトウェアイノベーションセンタ（SIC） 

分散処理 
基盤技術プロジェクト 

・分散分析処理技術 
・広域分散OS技術 

第三推進プロジェクト ・オープンクラウド基盤技術 
　 

・クラウドNW技術 

第二推進プロジェクト ・大規模分散処理基盤の実用化 

第一推進プロジェクト 
・クラウドコンピューティング環境構築・運用 
（クロスファーム） 
・クラウドコンピューティングSE
・クラウド運用監視技術の実用化 

ソフトウェア 
開発技術プロジェクト 

・ソフトウェア開発標準の整備・推進 
・ソフトウェアリエンジニアリング技術 

OSS推進プロジェクト ・OSS関連技術の研究開発・普及展開 
・OSS関連技術支援 

企画担当 ・研究推進業務 
・総括業務 

・先進的情報処理基盤の研究開発 
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図1 NTTソフトウェアイノベーションセンタの組織図
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に重点を置かれていますが、その理
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―グローバル・クラウドサービスに
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